
(57)【要約】

【課題】　バンプが狭小なピッチで複数配列された電子

デバイスの電気的特性を確実に検査できるプローブユニ

ット及びその製造方法を提供する。

【解決手段】　プローブ２２及びリード２４に区分され

る配線膜２０が基板１０上に貼り付けられている。各プ

ローブ２２の中心に形成された開口２６の四つの凸縁２

８は、基板１０の表面から隆起し、検体のバンプに接触

する接触部を形成している。配線膜２０でプローブ２２

を形成することにより、基板１０上に狭小なピッチで複

数のプローブ２２を配列することができる。四つの凸縁

２８を隆起させて接触部を形成することにより、接触部

と検体のバンプとを点接触させることができる。また、

各開口２６について四つの凸縁２８を形成するので、各

バンプに四つの凸縁２８を対応させることができる。各

バンプに四つの凸縁２８を対応させることにより、複数

のバンプを同時に確実に配線膜２０と電気的に接続する

ことができる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 と 、
　 輪 郭 が 蛇 行 し た 複 数 の 開 口 を 有 し 前 記 基 板 の 表 面 上 に 形 成 さ れ た 配 線 膜 と を 備 え 、
　 前 記 配 線 膜 の 各 開 口 の 複 数 の 凸 縁 は 、 前 記 基 板 の 表 面 か ら 隆 起 し 、 検 体 の バ ン プ に 接 触
す る 接 触 部 を 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 輪 郭 が 蛇 行 し た 複 数 の 開 口 を 有 す る 配 線 膜 を 基 板 の 表 面 上 に 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 基 板 の 各 開 口 の 近 傍 を 除 去 し て 通 孔 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 通 孔 か ら 前 記 配 線 膜 の 各 開 口 の 複 数 の 凸 縁 を 突 き 上 げ 、 前 記 凸 縁 を 検 体 の バ ン プ に
接 触 す る 接 触 部 に 成 形 す る 工 程 と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 半 導 体 集 積 回 路 や 液 晶 パ ネ ル 等 の 電 子 デ バ イ ス の 電 気 的 特 性 を 検 査 す る た め
の プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト 及 び プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ を 用 い て 形 成 さ れ た 薄 膜 状 の プ ロ ー ブ が 基 板 上 に 狭 小 な ピ ッ
チ で 多 数 並 び 、 各 プ ロ ー ブ の 先 端 が 基 板 の 縁 か ら 櫛 歯 状 に 突 出 し た プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト が 知
ら れ て い る 。 こ の よ う な プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト は 、 電 子 デ バ イ ス の 電 極 ピ ッ チ の 狭 小 化 に 対 応
し て 開 発 さ れ た も の で あ る 。 こ の よ う な プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト は 、 そ の プ ロ ー ブ （ 以 下 、 櫛 歯
状 薄 膜 プ ロ ー ブ と い う 。 ） の 先 端 が 直 線 的 に 整 列 し て い る た め 、 各 電 極 の 表 面 が 平 坦 な 電
子 デ バ イ ス の 検 査 に 好 適 で あ る 。 検 査 時 は 、 櫛 歯 状 薄 膜 プ ロ ー ブ を 検 体 の 各 電 極 に 一 本 づ
つ 接 触 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 近 年 、 Ｗ Ｌ － Ｃ Ｓ Ｐ （ Wafer Level - Chip Size Package） の 製 品 化 が 活 発 で
あ る 。 Ｗ Ｌ － Ｃ Ｓ Ｐ 等 の 小 型 電 子 デ バ イ ス の 電 極 に は 、 半 田 な ど が 台 地 状 又 は こ ぶ 状 に 盛
り 上 が っ た バ ン プ に な っ て い る も の が あ る 。 し か し 、 バ ン プ の 表 面 が 盛 り 上 が っ て お り 、
そ の 隆 起 形 状 も 均 一 で な い た め 、 パ ッ ケ ー ジ の 表 面 に 配 列 さ れ た 複 数 の バ ン プ に 、 櫛 歯 状
薄 膜 プ ロ ー ブ の 直 線 的 に 整 列 し た 先 端 部 を 同 時 に 確 実 に 接 触 さ せ る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 複 数 の バ ン プ と 確 実 な 接 触 が 得 ら れ る プ ロ ー ブ と し て は 、 王 冠 の よ う に 複 数 の 突 部 が 環
状 に 連 な っ た 形 状 の 先 端 部 を 持 つ 棒 状 の プ ロ ー ブ が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な プ ロ ー ブ は
、 基 板 と 別 体 に 成 形 さ れ た 後 、 基 板 に 固 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 こ の よ う な プ ロ ー ブ を バ
ン プ の ピ ッ チ に 応 じ て 狭 小 な ピ ッ チ で 基 板 上 に 配 列 す る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ 、 ２ に は 、 バ ン プ が 狭 小 な ピ ッ チ で 配 列 さ れ た Ｗ Ｌ － Ｃ Ｓ Ｐ の 検 査 に 好 適 な
多 点 接 続 シ ー ト と そ の 製 造 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。
　 し か し 、 特 許 文 献 １ 、 ２ に 開 示 さ れ た 多 点 接 続 シ ー ト は 、 複 雑 な 製 造 プ ロ セ ス を 必 要 と
す る 円 筒 状 の プ ロ ー ブ を 備 え た も の で あ る 。 ま た 、 円 筒 状 の プ ロ ー ブ の 端 部 内 側 に 球 状 の
バ ン プ を 接 触 さ せ る と 、 バ ン プ と プ ロ ー ブ が 環 状 に 接 触 す る た め 、 バ ン プ と プ ロ ー ブ の 接
触 圧 が 点 接 触 の 場 合 に 比 べ て 低 く な る と い う 問 題 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ７ ４ ８ ０ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ７ ４ ８ ０ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る た め に 創 作 さ れ た も の で あ っ て 、 バ ン プ が 狭 小 な ピ
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ッ チ で 複 数 配 列 さ れ た 電 子 デ バ イ ス の 電 気 的 特 性 を 確 実 に 検 査 で き る プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
　 ま た 本 発 明 は 、 バ ン プ が 狭 小 な ピ ッ チ で 複 数 配 列 さ れ た 電 子 デ バ イ ス の 電 気 的 特 性 を 確
実 に 検 査 で き る プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト の 簡 素 な 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 第 一 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト は 、 基 板 と 、 輪 郭 が 蛇
行 し た 複 数 の 開 口 を 有 し 、 前 記 基 板 の 表 面 上 に 形 成 さ れ た 配 線 膜 と を 備 え 、 前 記 配 線 膜 の
各 開 口 の 複 数 の 凸 縁 は 、 前 記 基 板 の 表 面 か ら 隆 起 し 、 検 体 の バ ン プ に 接 触 す る 接 触 部 を 形
成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。 基 板 の 表 面 上 に 形 成 さ れ た 配 線 膜 で 接 触 部 を 形 成 す る こ と
に よ り 、 基 板 上 に 狭 小 な ピ ッ チ で 複 数 の 接 触 部 を 配 列 す る こ と が で き る 。 配 線 膜 の 凸 縁 を
隆 起 さ せ て 接 触 部 を 形 成 す る こ と に よ り 、 接 触 部 と 検 体 の バ ン プ と を 点 接 触 さ せ る こ と が
で き る 。 ま た 、 配 線 膜 に 形 成 す る 開 口 の 輪 郭 を 蛇 行 さ せ る こ と に よ り 、 各 開 口 に つ い て 配
線 膜 に 複 数 の 凸 縁 を 形 成 す る と 、 各 バ ン プ に 複 数 の 凸 縁 を 対 応 さ せ る こ と が で き る 。 各 バ
ン プ に 複 数 の 凸 縁 を 対 応 さ せ る こ と に よ り 、 複 数 の バ ン プ を 同 時 に 確 実 に 配 線 膜 と 電 気 的
に 接 続 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に 係 る プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト に よ る と 、 バ ン プ
が 狭 小 な ピ ッ チ で 複 数 配 列 さ れ た 電 子 デ バ イ ス の 電 気 的 特 性 を 確 実 に 検 査 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 第 二 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト の 製 造 方 法 は 、 輪 郭 が
蛇 行 し た 複 数 の 開 口 を 有 す る 配 線 膜 を 基 板 の 表 面 上 に 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 基 板 の 各 開 口
の 近 傍 を 除 去 し て 通 孔 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 通 孔 か ら 前 記 配 線 膜 の 各 開 口 の 複 数 の 凸 縁
を 突 き 上 げ 、 前 記 凸 縁 を 検 体 の バ ン プ に 接 触 す る 接 触 部 に 成 形 す る 工 程 と 、 を 含 む こ と を
特 徴 と す る 。 基 板 の 表 面 上 に 形 成 す る 配 線 膜 に 輪 郭 が 蛇 行 し た 複 数 の 開 口 を 形 成 す る 工 程
は 簡 素 で あ る 。 基 板 の 各 開 口 の 近 傍 を 除 去 し て 通 孔 を 形 成 す る 工 程 も 簡 素 で あ る 。 通 孔 か
ら 配 線 膜 の 各 開 口 の 複 数 の 凸 縁 を 突 き 上 げ る 工 程 も 簡 素 で あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に 係
る 製 造 方 法 に よ る と 、 バ ン プ が 狭 小 な ピ ッ チ で 複 数 配 列 さ れ た 電 子 デ バ イ ス の 電 気 的 特 性
を 確 実 に 検 査 で き る プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト を 簡 素 な 工 程 で 製 造 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は プ ロ ー ブ ユ ニ
ッ ト １ を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 ２ は 図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
　 プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト １ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 プ ロ ー ブ ２ ２ 及 び リ ー ド ２ ４ に 区
分 さ れ る 配 線 膜 ２ ０ が 基 板 １ ０ 上 に 接 着 剤 ３ ０ に よ っ て 貼 り 付 け ら れ て い る 。 配 線 膜 ２ ０
に は 例 え ば Ｎ ｉ 、 Ｎ ｉ － Ｗ 、 Ｎ ｉ Ｆ ｅ な ど の ニ ッ ケ ル 合 金 な ど の 金 属 な ど が 用 い ら れ る 。
プ ロ ー ブ ２ ２ は 基 板 １ ０ 上 に 複 数 配 列 さ れ 、 そ れ ら プ ロ ー ブ ２ ２ か ら そ れ ぞ れ リ ー ド ２ ４
が 延 伸 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。 各 プ ロ ー ブ ２ ２ は 、 輪 郭 が 蛇 行 し 略 十 字 形 を な す 開 口
２ ６ を 中 心 に 有 し 、 開 口 ２ ６ の 四 つ の 凸 縁 ２ ８ が 基 板 １ ０ 表 面 か ら 隆 起 し て い る た め 、 王
冠 の よ う に 構 成 さ れ て い る 。 開 口 ２ ６ の 四 つ の 凸 縁 ２ ８ は 検 体 の バ ン プ と 接 触 す る 接 触 部
を 形 成 し て い る 。 開 口 ２ ６ の 大 き さ は 、 例 え ば 上 端 の 最 小 幅 ａ が 約 ０ ． ２ ｍ ｍ で あ り 、 下
端 の 直 径 ｂ が 約 ０ ． ６ ｍ ｍ で あ る 。 凸 縁 ２ ８ の リ ー ド ２ ４ 表 面 を 基 準 と し た 高 さ は 例 え ば
約 ０ ． ５ ｍ ｍ で あ る 。 基 板 １ ０ は 、 開 口 ２ ６ 下 部 に 円 柱 形 の 通 孔 １ ２ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 に 、 プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト １ を 用 い た 導 通 試 験 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ は 、 導 通 試 験
方 法 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
　 は じ め に 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 各 プ ロ ー ブ ２ ２ が 検 体 ４ の 各 バ ン プ ４ ０ に 対 向 す る
よ う に プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト １ を 配 置 す る 。 そ の 後 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 検 体 ４ に プ ロ ー
ブ ユ ニ ッ ト １ を 押 し 当 て 、 プ ロ ー ブ ２ ２ の 開 口 ２ ６ の 各 凸 縁 ２ ８ で 各 バ ン プ ４ ０ を 挟 み 付
け る よ う に し て 凸 縁 ２ ８ と バ ン プ ４ ０ と を 接 触 さ せ 、 配 線 膜 ２ ０ と バ ン プ ４ ０ と の 間 で 導
通 試 験 を 行 う 。 こ の と き 凸 縁 ２ ８ は 、 バ ン プ ４ ０ の 曲 面 形 状 に 合 わ せ て 撓 ん で バ ン プ ４ ０
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を し っ か り と 挟 み 込 み 、 確 実 に バ ン プ ４ ０ と 接 触 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 実 施 例 に よ る と 、 配 線 膜 ２ ０ を 基 板 １ ０ の 表 面 上 に 従 来 の 薄 膜 製 造 技 術 を 用 い て 形 成
す る こ と が で き る た め 、 配 線 膜 ２ ０ で 形 成 さ れ る 複 数 の プ ロ ー ブ ２ ２ を 基 板 １ ０ 上 に 狭 小
な ピ ッ チ で 配 列 す る こ と が で き る 。 ま た 、 プ ロ ー ブ ２ ２ の 開 口 ２ ６ の 輪 郭 を 蛇 行 さ せ 、 隆
起 し た 四 つ の 凸 縁 ２ ８ で 一 つ の バ ン プ ４ ０ に 対 応 す る 接 触 部 を 形 成 す る こ と に よ り 、 接 触
部 と バ ン プ ４ ０ と を 四 点 接 触 さ せ る こ と が で き る 。 バ ン プ ４ ０ と 四 点 接 触 す る 接 触 部 を も
つ プ ロ ー ブ ２ ２ を 基 板 １ ０ 上 に 複 数 配 列 す る こ と に よ り 、 複 数 の バ ン プ ４ ０ を 接 触 圧 を 低
下 さ せ る こ と な く 同 時 に 確 実 に 配 線 膜 ２ ０ と 接 続 で き る 。 し た が っ て 、 本 実 施 例 の プ ロ ー
ブ ユ ニ ッ ト １ に よ れ ば 、 狭 小 な ピ ッ チ で 配 列 さ れ た 複 数 の バ ン プ を も つ 電 子 デ バ イ ス の 電
気 的 特 性 を 確 実 に 検 査 可 能 で あ る 。 さ ら に 本 実 施 例 の プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト １ を 電 子 デ バ イ ス
の バ ー ン イ ン に 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 凸 縁 ２ ８ の 数 は 四 つ に 限 ら ず 、 接 触 部 と バ ン プ ４ ０ と の 電 気 的 接 続 を よ り 確 実 に
す る た め に 、 開 口 ２ ６ の 形 状 を 変 え て 凸 縁 ２ ８ の 数 を 多 く し て も よ い 。 導 通 検 査 時 に お い
て 凸 縁 ２ ８ で バ ン プ ４ ０ を し っ か り と 挟 み 付 け る た め に 、 凸 縁 ２ ８ は 三 つ 以 上 が 好 ま し い
。
　 ま た プ ロ ー ブ ２ ２ と リ ー ド ２ ４ は 、 同 じ 材 質 で な く と も よ い 。 導 通 検 査 時 に バ ン プ ４ ０
と の 接 触 に よ り プ ロ ー ブ ２ ２ に 負 荷 が か か る こ と を 考 慮 し て 、 プ ロ ー ブ ２ ２ が 優 れ た 耐 久
性 を 有 す る よ う に 、 プ ロ ー ブ ２ ２ を リ ー ド ２ ４ よ り 硬 い 材 質 に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト １ の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ４ は 、 プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト １ の 製 造 方 法 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
　 は じ め に 図 ４ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 基 板 １ ０ の 一 方 の 表 面 に 、 プ ロ ー ブ を 形 成 す る 部 分
を 除 い て 接 着 剤 ３ ０ を 塗 布 す る 。
　 次 に 図 ４ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 接 着 剤 ３ ０ に よ っ て 基 板 １ ０ に 配 線 膜 ２ ０ を 貼 り 付 け る
。 配 線 膜 ２ ０ に は 例 え ば Ｎ ｉ 、 Ｎ ｉ － Ｗ 、 Ｎ ｉ Ｆ ｅ な ど の ニ ッ ケ ル 合 金 、 ま た は 金 属 ガ ラ
ス な ど を 用 い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 図 ４ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 リ ソ グ ラ フ ィ ー 及 び エ ッ チ ン グ に よ り 配 線 膜 ２ ０ を パ タ
ー ニ ン グ し 、 プ ロ ー ブ ２ ２ の 外 郭 と リ ー ド ２ ４ と を 形 成 す る と 同 時 に プ ロ ー ブ ２ ２ の 中 心
に 開 口 ２ ６ を 形 成 す る 。 こ の 開 口 ２ ６ の 形 成 は 、 ス タ ン ピ ン グ に よ っ て も 行 う こ と が で き
る 。 開 口 ２ ６ を ス タ ン ピ ン グ に よ っ て 形 成 し た 場 合 、 配 線 膜 ２ ０ の プ ロ ー ブ ２ ２ の 外 郭 と
リ ー ド ２ ４ の パ タ ー ニ ン グ は 別 工 程 で 行 わ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 図 ４ （ Ｄ ） に 示 す よ う に 、 基 板 １ ０ の 開 口 ２ ６ 周 辺 を ド リ ル 加 工 な ど に よ り 除 去 し
、 基 板 １ ０ に 通 孔 １ ２ を 形 成 す る 。
　 次 に 図 ４ （ Ｅ ） に 示 す よ う に 、 先 端 が 尖 っ た 硬 い 金 属 棒 ５ な ど で 配 線 膜 ２ ０ の 凸 縁 ２ ８
を 通 孔 １ ２ か ら 突 き 上 げ て 隆 起 さ せ る 。
　 最 後 に 、 配 線 膜 ２ ０ の エ ッ チ ン グ に よ っ て 表 面 に 露 出 し た 不 要 な 接 着 剤 ３ ０ を 除 去 す る
と 、 図 ４ （ Ｆ ） に 示 す よ う に プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト １ が 完 成 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ５ は 、 図 ４ （ Ｃ ） に 示 し た 開 口 形 成 工 程 で パ タ ー ニ ン グ さ れ た 配 線 膜 ２ ０ を 示 す 平 面
図 で あ る 。
　 図 ５ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 四 つ の 凸 縁 ２ ８ が 形 成 さ れ る 開 口 ２ ６ を 形 成 す る と 、 こ の 凸
縁 ２ ８ を 突 き 上 げ て 隆 起 さ せ れ ば 、 四 つ の 凸 縁 ２ ８ が 環 状 に 連 な っ た 上 述 の プ ロ ー ブ ユ ニ
ッ ト １ を 形 成 す る こ と が で き る 。 図 ５ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 七 つ の 凸 縁 ２ ８ が 形 成 さ れ る
開 口 ２ ６ を 形 成 す る と 、 七 つ の 凸 縁 ２ ８ が 環 状 に 連 な っ た 上 述 の プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト １ を 形
成 す る こ と が で き る 。 図 ５ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 開 口 ２ ６ 自 体 を 蛇 腹 状 に 形 成 し て 五 つ の
凸 縁 ２ ８ を 形 成 し 、 プ ロ ー ブ ２ ２ の 外 縁 を 略 楕 円 形 に 形 成 し て も よ い 。 こ の よ う に 凸 縁 ２
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８ の 根 元 か ら の 長 さ を 長 く 形 成 す れ ば 、 凸 縁 ２ ８ を 高 く 隆 起 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、
通 孔 を 大 き く す る こ と に よ っ て 、 図 ６ の よ う に プ ロ ー ブ ２ ２ の 凸 縁 ２ ８ を 長 く し 、 ば ね 性
を も た せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 製 造 方 法 に よ れ ば 、 バ ン プ ４ ０ と 多 点 接 触 す る プ ロ ー ブ ２ ２ を 、 基 板 １ ０ と 別 体 に 成
形 す る こ と な く 、 簡 素 な 製 造 プ ロ セ ス に よ り 基 板 １ ０ 上 に 複 数 成 形 す る 。 具 体 的 に は 、 複
数 の 開 口 ２ ６ を 形 成 す る 工 程 に リ ソ グ ラ フ ィ ー 、 エ ッ チ ン グ 、 ス タ ン ピ ン グ な ど の 簡 素 な
加 工 技 術 を 用 い る 。 通 孔 １ ２ を 形 成 す る 工 程 も 簡 素 で あ る 。 通 孔 １ ２ か ら 配 線 膜 ２ ０ の 各
開 口 ２ ６ の 複 数 の 凸 縁 ２ ８ を 突 き 上 げ る 工 程 も 簡 素 で あ る 。 し た が っ て 、 バ ン プ ４ ０ と 多
点 接 触 す る プ ロ ー ブ ２ ２ が 狭 小 な ピ ッ チ で 複 数 形 成 さ れ た プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト を 、 複 雑 な 製
造 プ ロ セ ス を 用 い る こ と な く 簡 素 な 加 工 技 術 で 容 易 に 製 造 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト を 用 い た 導 通 検 査 方 法 を 示 す 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト の 製 造 方 法 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト の 製 造 方 法 で パ タ ー ニ ン グ さ れ た 配 線 膜
を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ Ａ ） は 本 発 明 の 実 施 例 に よ る プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト を 示 す 平 面 図 、 （ Ｂ ） は 本 発 明
の 実 施 例 に よ る プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
１ 　 プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト 、 ４ 　 検 体 、 ５ 　 金 属 棒 、 １ ０ 　 基 板 、 １ ２ 　 通 孔 、 ２ ０ 　 配 線 膜
、 ２ ２ 　 プ ロ ー ブ 、 ２ ４ 　 リ ー ド 、 ２ ６ 　 開 口 、 ２ ８ 　 凸 縁 、 ３ ０ 　 接 着 剤 、 ４ ０ 　 バ ン
プ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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